
第３章 子どもたちを指導する上で特に重要と考えるもの 

 

 

 

  重点８ 就学前（幼稚園）教育の充実       １ 指導方法の工夫改善 

 

 
ね ら い 

幼稚園では，幼児の欲求や自発性，好奇心などを重視した遊びや体験を通した総合的な指

導によって，人間形成の基礎となる豊かな心情や想像力，ものごとに自分からかかわろうと

する意欲，健全な生活を営むために必要な態度の基礎を培うことをねらいとしています。 

そのために，一人一人の幼児の特性に応じた指導をきめ細かく進めるとともに，道徳性の

芽生えを培う活動や身近な人や環境とのかかわりを重視した保育のダイナミックな展開に努

めています。 

 

 

 
現状と課題 

○ 平成 20年度の市内教職員のアンケート結果(24 園) 

Ｑ：一人一人の幼児の特性に応じた指導の工夫を  Ｑ：幼児期にふさわしい生活を展開できる

行ったか。                    環境構成の工夫を行ったか。 
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平成２０年度 4.2% 83.3% 12.5% 0.0%
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平成１７年度 13.3% 72.0% 13.3% 1.3%

平成１８年度 21.0% 63.1% 15.3% 0.6%

平成１９年度 20.8% 70.9% 8.3% 0.0%

平成２０年度 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%
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 Ｑ：身近な人や環境とのかかわりを重視した保育を Ｑ：道徳性の芽生えを培うための指導を 

行ったか。 行ったか。 

       
 
 
 
 
 
 
 
 

【「Ａ」：十

  
・  一人一人の幼

回答が 100％に

す。 

・  身近な人や環

達しております

人とのかかわり

取り入れるなど
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分 「Ｂ」：おおむね十分 「Ｃ」：やや不十分 「Ｄ」：不十分】 

児の特性に応じた指導の工夫を行ったかについては，十分・おおむね十分との

到達しており，指導方法の工夫や改善に向けた取組が進められているといえま

境とのかかわりを重視した保育でも，十分・おおむね十分との回答が 100％に

。これは，共に生きる力の育成にむけ,同年齢・異年齢・地域の人など身近な

に重点をおいた保育や，飼育栽培・園外保育など自然にふれる機会を積極的に

の工夫をしてきた成果と言えます。 
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・  道徳性の芽生えを培うための指導については，95.8％の園が十分・おおむね十分と答えてい

ます。このことから，道徳性の指導の重要さを高く評価し，保育にあたっていることがわかり

ます。 

・  環境構成については，やや不十分という園が平成 19 年度より 4.2 ポイント増加しており，

環境の工夫の大切さについての努力が必要とされます。 

 

Ｑ：基本的生活習慣，社会生活上のルールなどの    Ｑ：健康・体力向上のための指導を行っ

定着を図ったか。                   たか。 
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平成２０年度 33.3% 62.5% 4.2% 0.0%
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【「Ａ」：十分 「Ｂ」：おおむね十分 「Ｃ」：やや不十分 「Ｄ」：不十分】   

 

・  基本的な生活習慣，社会生活上のルールについては，平成 17 年度から 92％以上が十分・お

おむね十分としており，定着を図る取組が進んでいることがわかります。 

・  健康・体力向上のための指導を行ったかについては，十分・おおむね十分と答えた園が

100％に達し，その重要性が定着して取組が強化されたことがわかります。 

 

○ 幼稚園給食の取組について  

  今年度より，家庭弁当を基盤とした週 1 回デリバリー方式の給食が 21 園（楠北幼・楠南幼・塩

浜幼は除く）で導入されました。幼児の食生活の実情に配慮し，和やかな雰囲気の中でみんなと

同じものを食べる喜びや楽しさを味わったり，様々な食べ物への興味・関心をもったりするなど

し，進んで食べようとする気持ちが育つようにしています。 

給食は，安心・安全で栄養バランスのとれたもので，家庭の食育支援にもつながっています。

教師は，衛生管理・給食への研鑽に励み，食育の充実を図っています。 

 

 

 
今後の改善方針 

○ 平成 20 年度は，一人一人の幼児の特性に応じた指導の工夫及び環境構成の工夫につ

いて等，改善に向けた取組が進められました。今後も，幼児の活動がそれぞれの発達に

意味のあるものとなるように再構成していくことが必要です。それには，園内研修等を

工夫・充実させ，全職員が，幼児の成長のために具体的な課題をもって保育に取り組み

ます。 

○ 健康で安全な生活習慣や態度の育成及び戸外遊びや運動遊びの充実など，心身が共に

たくましく育つよう取組を一層進めます。 

○ 教師の専門性を一層高め，遊びの中で子ども同士がかかわりあう機会を大切にし，集

団のルール等を個々の発達に応じて指導することや，集団の中で個が発揮できるよう，

また，遊びの充実感を味わえるようにします。 
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